
*     で独自にデザインしたマイクロアレイ。 

アノテーションが付いた遺伝子、ネットワーク及びパス

ウエイ情報がある遺伝子のみを搭載(約1万2千種） 

Mouse Pathway Array 受託解析 

1 ＜裏面へ＞ 

生活習慣病/糖尿病研究 

Fatty Acid Biosynthesis 

PPARα/RXRα Activation 

病態モデルマウス 

ノックアウトマウス 

病態モデルマウスやノックアウトマウスを用いたメカニズム研究に最適 

遺伝子ネットワーク解析 

特定のパスウエイやネットワークを解析したい ⇒ 154種のSignaling Pathway,  
80種のMetabolic Pathwayをカバー（IPATMソフトウエアと連動） 

できるだけ安価に遺伝子発現解析を行いたい ⇒経済的な8パックのマイクロアレイ 

低発現量の遺伝子（例：転写因子）も検出したい ⇒ダイナミックレンジ5桁以上のAgilent社アレイプラットフォーム 

ある程度の網羅性も確保したい ⇒ アノテーション情報のある12,000種のマウス遺伝子を搭載 

p53 KOマウスを用いた発がん研究 

p53 Signaling 

Cell cycle G2/M Checkpoint 

Mouse Pathway Array *（15K×8）  
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Mouse Pathway Arrayの仕様 
スライドフォーマット 15K×8 （8アレイ/1スライドガラス） 

オリゴプローブ長 60 mer 

搭載遺伝子数 約12,000種  

対応するパスウエイの数 
Signaling Pathway;238種、Metabolic Pathway；80種 

（2010年1月現在） 
スポット(Feature)サイズ 65 μm 

検出方法 1色法、2色法 

total RNA量 200 ng 以上 

◆ 238種のSignaling Pathway,  
80種のMetabolic Pathwayに対応した遺伝子を搭載 

◆ マウス；12,000種の遺伝子 

◆ 微量のTotal RNAサンプル（200 ng）から 

◆ 広いダイナミックレンジ（5桁以上） 

◆ 経済的な8パックアレイ 

の受託解析の流れ 

2) RNA品質のチェック 

3) cDNA合成 

5) ハイブリダイゼーション 

4) ラベル化cRNA増幅 

6) 洗浄/スキャニング 

7) 数値化/QCレポート 

1) お客様からのサンプルの送付 

9) お客様への解析データ納品 

Mouse Pathway Arrayの特徴 

標準納期：6週間 

8) パスウエイ解析 

◆ 解析可能なパスウエイの例 

各ステップで品質チェックを行い、基準をクリアしたデータの

みをお客様にお返しします（データの精度管理の徹底） 

■ ｢Lipid Metabolism｣に含まれるパスウエイ 

■ ｢Cell Cycle Regulation｣に含まれるパスウエイ 
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